
42食物学 〔日本家政学会

　　　Ａ－82　包丁の切･)L 味|こ肉オ5 /研兇( 第今ft）　葉^刀包丁IこっいT

　　　　　　丸専そ丸家.良　'^ 岡村みかj　坪内5

　B的　第3 報こいべ某切包丁り刃九をよv .被切削賊科りにっい乙宏

刃包丁と比軟iだ結果を杖tし% ．今回It 調*f Iリ§各翻間使llした茉切包T の刃も fc･

i- び. 稜切削賊将の丸形の状駄々りこっヽ’^ 検討(. た．一I 戸口オ･こi- り

つヽ｀X ねえ較を竹，た．i た■ 包丁を濡I丿') . ;a.めた')しT 切5 オ*'■釦･いヽわ心

るか'.．の耀由を検討レ実際i)に僕立^ たいと恩いネ穴喰を行，t--．

　才伍　便用した包丁，tfらび/こ研いだ乞丁<n 刃九も･i- び，被切削fl り硯察はT ヒ●

一A- を用いいいヽ写鼻撮影抑↑，T- . t ｭｰ~ 々り線条の栗rりヽら賊肘りひずみt 求吟

刃先が群竹･付えい影や左いべt: ．包丁りZ, I作場をt 濡らした場をr-よる切断菊

り目差')観察ふ11旁陳り食晶i i司ﾚヽ.切断面川大欺々i, U' I- 包丁のがf^? - 身りif.分

り剛i物き顕覧鏡･こjり観察l ^鼻像景μ行，た．なお‘試竹とj!7物り摩梼沁っIヽt 名

桂討宍喰ヤであ5 ．

　結果　相各瑚間便用した包T り刃こ･り口）生じtz 箇処は覆切削而へり-15 f|H めヽnり

% きi t＼ずみ名挫じ^ " ふ．こiμを河<■■-とμよトー搬*^ 刃馬齢ま鋭角と/j: j が,

刃%上一弊り%みｱf/lW't 受↑最初>> 河内よ'I 丸とri I 。If: 砥函･こJ:り-Si) 面もt.りヽ

狼tリ｀］^ ･り影%^i* 大さくu ・t-. - とが認あら>]i t-，i t-包丁さ濡した鳩合.水･す^ fu

気･端1こ今^ 怯'; , 'iのため摩擦ｉす< 々') 切町而必ス^ - A ’リtよ・だ．こ.|し等りμ

暴さ雅省t 3予^とある．

　　　A-83　ほうろう覧で力:/ 堤防からヽうのﾉ靫蔓諜必。

　　　　　　犬阪す｝学^^八　必中鈴弗　o客叶金ﾆｰぢ　^リ腱子

　目的　ぼううラ刄函1ぷり乙船､銭函cは･ｶﾄﾞミウム寿の彦凍北者物o'｀沈溺､? へ

以賎｀乖虻､こよっては虎哨りてこれらり/|沸ダ推久レてくうc とが｀予劈ぎれう。- の瓢

告ぼ痛瀕峯。一/、が恥庭でヽ曰今暁甲レひヽるヤカンのれ匹めずヵヽfi ゆみのにご') を生

ず^ の-fe不1|匹ちづ乙めがハカヽ＼r t な'I . 一義乳庭でヽ便甲やのアペ｀ノヤか／（計知）

かめ栗属携噫り調i-レにものでヽある。

古去恥kr便聊のダベ｀、り八無恥今回Iこそ
外れ，々･t)V で'ぼ　i"有，知ぶ，fベV It 3∂分，如池I
ヤヘフラスコに移レ. '/ll>に壇縮レて攘(札レ斥．
¶　　　　　　　　Ｆ　　　　７　　’　７　　　－７゛”’‾　　Ｓ　Ｗ　〃－x集町侈を用‥?^

^.
t私,すべでIt 邨昨蟻蚕弔い

乞も劃定し鳶，

れ規起判糾uン^＆
し'- ビーカーt-ばマイ

椚政派ヽ,.助ヽこ｀喩曳ｊ

, '/lO･に淘勿しにもべ）

　肺敷寝φろ東和フ）以. Cr，Cu.. 2。, Fa, 匹, 多のフ婢タﾉ席ぶっいて剛更し尺

緬気，＆は助之～a,/μ・，ふ必・/。｡ク,1ダタ。t^範図で･/μんどヽ瀋ヽr の暫白・ヽら疾丿政

守れと（他の奮嘉r~ワ'･1 ば冰∂がれう穆め量ぼ検φtlれ^f か7 r-:，斥だ，衆淮タ）

衆＆で≒びびが？, ＆ジ,タ聊rK，Hり与^ のか片で襖玄わ

つぃてばそ常/こ恥渫戻のでバ"'-， H^，＆，なが城-kざれ恥。


